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自らが生まれ育った自然を 深く認識することは、
よりよく他の自然を対比させて観ることができ、

そこから郷土愛を大きく培うこともできる
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本日の対応 卒業式対策 以後の対策
思考ツール「フィッシュボーン」を用いて

コロナ一斉休校要請を受けて…
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「フローチャート」を用いた新学期のめあて（５年）
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「ベン図」を活用した６年国語科「やまなし」
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赤津小ビオトープ

ひまわりの小径



赤津小ビオトープ

観察池



赤津小ビオトープ

愛鳥活動



赤津小ビオトープ

ホウキモロコシ栽培
種まき

種まき 座敷箒作り



ふるさと学習－学びの地図(４年例)

※ 「ぶんけい てんまる」を活用した単元配列表※
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思考ツールを用い「愛鳥活動」をまとめる

ジョウビタキ③

ハクセクレイ①

スズメ 多

セグロセキレイ②

カワセミ①

ビンズイ④

キジバト② つぐみ① モズ③ ムクドリ⑳

カワラヒワ 多

チョウゲンボウ① ヒヨドリ⑤

アオサギ③ オオタカ①

カワウ② ダイサギ①

ノスリ①

トビ③

ハシブトガラス①ハシボソガラス②

小さい鳥は、
襲われやす
いので集団

でいる

大きい鳥は、
自分で身を
守れるから
一羽でいる

Ａ児の分類の仕方
大きさ



思考ツールを用い「野鳥保護」をまとめる

赤津の鳥
を守る

鳥の巣を作る

SDGｓ

農薬×

ゴミのポイ捨てが多い

海の豊かさを守る

魚を死なせないゴミを捨てない

陸の豊かさも守る

鳥が
来なくなる

農薬をあまり
使わない

ゴミを表に
出さない

ゴミを
捨てない

多かったら
木を切る

少なかった
ら植える

鳥がすむ

鳥が増える



思考ツールを用い「環境問題」を考える



赤津小が捉える

「プログラミング的思考」とは…

思考の過程を重視し、視覚化

思考を自在に、意識的に、駆動

既習の考えを深め、科学的なものに変容

だからこそ、「ふるさと学習」は、
主体的学習の「重要な動機」となる



プログラミング的思考の評価方法

「ルーブリック評価」を取り入れて…

関連付ける 比較する多面的にみる

順序付ける 理由付ける 見通す

分類する 抽象化する

構造化する 具体化する

「思考の力」を評価する



「ルーブリック評価」に基づく

「思考スキル調査」～抜粋例～

多面的にみる
設問１
物の見方や考え方が友達と自分でちがっている
ことに気づき、新鮮に感じることがよくある。

設問２
解決したい問題があるとき、方法を何通りか
（なるべく多く）考えて、一番いい方法を選ぶ
ようにしている。





比較 多面的 分類

「思考スキル調査」からみえる成果

理科の見方・考え方が働いている…



今後の展開に向けて

赤津小ならではの
教育資源の継続活用

今後の課題として

実践成果のさらなる発展
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ご清聴ありがとうございました

第１０回理科教育賞大賞候補 成果発表

理科の学習は、
児童が自然に親しむ
ことから始まる！


